
 

 

 

 

 

 

戸田市立新曽小学校・戸田市立美女木小学校 「ことばの教室」 １２月号  

平成２３年１２月１日発行 

 

 師走になりました。 

１２月といえば、子ども達にとっては楽しいクリスマスの季節です。

また、冬至という季節の節目もあります。冬至とは、太陽が一番南によ

り、昼の長さが一番短くなる日のことをいい、今年は１２月２２日にな

ります。昔から、この日にはかぼちゃを食べて、ゆず湯に入る習慣があります。昔の日本

では、冬になると、野菜が手に入らなく、ビタミンやカロチン不足になりがちでしたので、

長く保存のできるかぼちゃを食べて、栄養を補っていたのでしょう。昔から伝わる行事や

風習には、昔の人の知恵が詰まったすばらしいものがたくさんあります。子どもたちに、

日本の行事を伝えていきたいものですね。 

 

寒さの厳しくなる季節です。健康に気をつけて、１年のまとめをしっかりしましょう。 

 

 

 

就学時健康診断の「発音・吃音」の検査が終わりました。 

通級されている児童や保護者の方には大変ご不便をおかけしましたが、無事、就学時健康

診断の「発音・吃音」の検査が終了しました。ご協力ありがとうございました。 

各小学校での簡易検査・・・・・１０／１３（木）～１１／１（火） 

日本語で使用する発音が、この時点で正しく獲得されているかをみる簡単な検査で

す。個々の児童に、１０枚の絵カード（子供に親しみがあって、日本語のほとんど

の発音の要素を網羅しているもの）の名前を言ってもらいます。ことばの理解の検

査ではないので、わからないことばは復唱してもらいます。 

その中で、いくつかの発音に誤りがみられたり、吃音（どもり）がみられたりした

場合、各「ことばの教室」での再検査のお知らせを発送しました。 

「ことばの教室」での再検査・・・１１／１（火）～１１／２１（月） 

再検査では、保護者の方にも同席していただき、発音や吃音の詳しい様子をみさせ

ていただきました。検査終了後、保護者の方に結果をお伝えし、今後の手立て等に

ついて話し合いました。 



「ことばの教室」のれんらく帳      

＊今回は、担任の先生が書いた内容を紹介します。  
児童、担任の先生、保護者、「ことばの教室」担当者が、連絡を取り

合い、指導効果を高められるよう、毎回の指導に連絡帳を使用してい

ます。 

週に１回しか会わない通級児童とリラックスして指導に入るために、

また発音が日常会話でどう変化しているかを観察するために、始めに短い会話をしますが、

担任の先生方の書いてくれる内容を話題にさせていただくことも多く、大変助かっていま

す。 

保護者や子どもたちにとっては、担任の先生からの励ましは、通級を継続していく上で、

大きな力になっています。 

 

   

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級担任の先生方には大変お手数をおかけしてしまいますが、今後とも、ご協力のほど、

よろしくお願いします。 

 

 


